
[導入事例]

背景 概要

既存インフラ基盤のハードウェア及びソフトウェアの保守期限切れのため

製品サポートを受けることができないリスクや、機器の老朽化に伴うシステ

ムパフォーマンスの低下といった課題が顕在化していることもあり、仮想基

盤構築の実績を評価いただいている弊社にご依頼をいただき、 VMware  

vSphere 6.0 の構築支援を行いました。

弊社では、以前より仮想基盤環境の構築や更改の対応をさせていただい

ており、 VMware社が提供する VMware vSphere Suite を用いた仮想基

盤構築を得意としております。また、作業には仮想化技術資格保有者が

対応させて頂いているため、作業品質についても高い評価を頂いておりま

す。

業種 損害保険業

目的 VMware vSphere 6.0 を使用した仮想基盤環境の構築

作業規模 [検証環境]

VMware vSphere 6.0

• vSphere ESXi 6.0 ： 1台

• vCenter Server 6.0 ： 1台

• vSphere Web Client ： 1台

• ゲスト OS ：6台

[本番環境]

VMware vSphere 6.0

• vSphere ESXi 6.0 ： 2台

• vCenter Server 6.0 ： 1台

• vSphere Web Client ： 1台

• ゲスト OS ： 13 台

作業
ボリューム

2 人月

作業内容 VMware vSphere 6.0 設計/構築/動作試験

構成図

VMware vSphere 6.0を使用した仮想基盤の構築
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VMware vSphere 4.0 から、 VMware vSphere 6.0 へバージョンアップし

たことにより、最新の仮想化ソリューションに更新されました。

バージョンアップした際に引き継げる設定値は同様にしておりましたが、

運用後に問題になる設定については最適な設定値にする等、運用後

に問題になる設定値を洗い出し、設定の変更を行いました。

上記の設定値については、弊社のナレッジに基づき、実際に問題と

なった設定についてアドバイスをさせていただいております。

これにより、業務システムの最適な動作環境の提供と、最新ソリュー

ションのメーカーサポートの提供を実現しました。

最新の仮想化ソリューションへのバージョンアップ

弊社利用による効果

従来の vSphere Client を使用したユーザーインターフェースから、ブラ

ウザベースの vSphere Web Client を使用したユーザーインターフェー

スへの変更に伴い、運用手順書の大幅な更新作業が必要となりました。

本来であれば、既存の運用手順書を使用し、新規に構築した仮想基盤

環境で手順を再現し、再手順化するといった作業が必要となりますが、

弊社では日々仮想マシンの構築や検証作業を実施していることから、

弊社内の検証環境、およびこれまでに蓄積したナレッジを使用すること

ができ、手順書更新の作業に掛かる工数を最小限に抑え、コストの削

減を図りました。

※ VMware 社は vSphere 5.0 以降からブラウザベースのユーザーイン

ターフェースの使用を推奨としています。

最新の仮想化ソリューションに対応した

既存運用手順書の更新作業に掛かる工数を削減

作業のポイント 作業内容の詳細

1. 基本設計

• ハードウェア設計

• ソフトウェア設計

• OS設計

• 仮想基盤設計

設計

環境構築

納品ドキュメント

• 基本設計書

• 詳細設計書

• 動作確認項目表兼結果報告書

• 運用手順書

動作試験

1. 仮想基盤構築

• VMware vSphere ESXi 6.0 インストール／設定

• VMware vCenter Server 6.0 インストール／設定

• VMware vSphere Web Client インストール／設定

2. ゲスト OS 作成

• ゲスト OS 作成

• Windows Server 2012 R2 インストール／設定

1. 仮想基盤動作試験

• VMware vSphere ESXi 6.0 動作試験

• VMware vCenter Server 6.0 動作試験

• VMware vSphere Web Client動作試験

2. ゲスト OS 動作試験

• ゲスト OS 動作試験

IIMヒューマン・ソリューション株式会社

E-MAIL ： web@iimhs.co.jp    URL ： https://www.iimhs.co.jp/


